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2012 年度　文教大学生活科学研究所

研究報告会記録

日 時　　2012 年 12 月 15 日（土）　13：00 〜 17：00
会　場　　12 号館 3 階 12306 人間科学部演習室

　開会の挨拶　研 究 所 長　神　田　信　彦
　総 合 司 会　研究部主任　星　野　晴　彦

　発 表 一 覧
Ⅰ．福祉実践の非対称性による援助者の QOL への影響　　

� 文教大学　人間科学研究科　人間科学専攻修士課程 1 年　峯岸　幸弘
Ⅱ．大学生の well － being に関する研究　

� 文教大学　人間科学研究科　人間科学専攻修士課程 2 年　増渕　利弘
Ⅲ．Water　Governance:Learning　from　Singapore’s　Success　

� 文教大学　人間科学部　研究生　田口　雄哉
Ⅳ．遊牧民の表象論　“Wodaabe-Dir Hirten der Sonne”（1988）と

Nollywood の “Sanafahna”（2006）を例に� 文教大学　人間科学部　中村　博一
Ⅴ．日本とスウェーデンの援助規範意識比較Ⅱ　

� 文教大学　人間科学部　星野　晴彦・大塚明子・秋山美栄子・森　　恭子
Ⅵ．友だちと上手く関われない「気になる子」の心理教育的援助

─ 個別支援とクラス支援による社会性の教育的効果（1） ─
� 文教大学　人間科学部　客員研究員　白石　京子

Ⅶ．児童保護と家族手当制度　 ─ 20 世紀前半フランスの事例から ─
� 熊本学園大学　社会福祉学部　客員研究員　岡部　造史

　閉会の挨拶　所長　神　田　信　彦


